
 

                           

 

 

 

 

 

 

 

「聞くこと｣「話すこと」を中心とした「外国語活動」に、「読むこと」「書くこと」が

加わった「外国語（英語）科（以下、英語科）」が小学校５・６年生に導入されて２年目と

なりました。今まで以上に、小・中接続の取り組みが重要とな

っていますが、本町では小学校英語専科担当教員・中学校英語

科担当教員・ＡＬＴの連携・協力体制が、外国語教育・国際理

解教育の推進と充実の強力なエンジンとなっています。 

その一つが、小・中の各英語科担当教員とＡＬＴが「山北の

子どもたちに付けたい力」を共有し、双方の授業参観と授業参

加の機会を設けたり、日常的に指導内容や指導法、子どもたち

の様子や学習状況について情報交換を密に行ったりしているこ

とです。その中で出てきたアイデアも効果的に授業に取り入れ

たり、一人１台のタブレットやデジタル教材を活用したりしな

がら、「実際に英語を使ってみたい」と子どもたちの思いが膨

らむことをめざして様々な工夫をしています。 

園児がＡＬＴと楽しく触れ合いコミュニケーションをとり、 

英語や異なる国の文化を学んでいるＡＬＴの園派遣は、中学１ 

年生が年長児だった平成 26 年度から始まりました。そのよさ 

を小・中にも広げ、滑らかな異校種間接続に生かしています。 
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山北町の外国語教育・国際理解教育 

急速にグローバル化が進む現代社会を生きている子どもたち。町では、外国語教

育・国際理解教育の推進と充実のために、他自治体では複数兼務が多いＡＬＴ

（Assistant Language Teacher）外国人講師を各小・中学校に専属配置し、４園（幼・保・

こ）にも定期的に派遣しています。そこで、今号では、山北の教育の特色の一つであ

る外国語教育・国際理解教育の取り組みを紹介します。 

教育委員会だより 

園 

園に ALT が訪問
し、英語で楽しく
他国の文化などを
紹介し園児と交流 

小学校 中学校 

６年生の英語授業
に中学校担当 ALT
や英語担当が参加
し、児童と交流 

中学校の英語授業
に小学校担当 ALT
や英語担当が参加
し、生徒と交流 

進化を続ける生涯学習センター 
 

 令和２年度から、新型コロナウイルスの対策も兼ね生涯学習センターが進 

化し続けているのをご存じですか。 

 多目的ホールや視聴覚ホールなどの空調機器が更新され、図書室には電子 

図書館が開設し、空気除菌機や本の除菌機などが設置されました。今年の 10 

月から館内共用部ではフリーWi-Fi が利用できるようになり、会議室等でも 

利用できるポケット Wi-Fi 貸出しも開始しました。また、今年度中には多目 

的ホールで行われるイベントを視聴覚ホールで観覧できるようライブ中継シ 

ステムを整備し、動画を配信することも可能となります。 

 これを機に、生涯学習センターを訪れて新システムを体感してみませんか。 

小学校：たくさん聞いて、たくさん話す 

中学校：問題の解答をタブレットで交流
～ 

中学校：小学校ＡＬＴをビデオで紹介 

中学校：小学校ＡＬＴとの出会いと交流 

図書除菌機 

ライブ中継可能な視聴覚室 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年（第８回～第 10回・協議会） 

 

教育委員会の審議事項 

 

学びの窓から No.25 

 

 

   10 月８日、澄み渡る秋空、黄金色に実った稲穂の上を気持ちよさ

そうにアキアカネが飛んでいます。５月に、川村小の５年生が「地域づ

くり委員会」の皆さんと稲を植えた田んぼです。この日は、岸幼稚園・

三保幼稚園の子どもたちが委員会の皆さんと交流をしました。 

園児にとって委員の皆さんは、「お米博士」です。「お米、どうやっ

てできるの？」という質問に「太陽さんからもらったエネルギーとお水

さんを土からもらって大きくなったんだよ」と、子どもの目線に立って

やさしく答えてくださいました。昔は、刈り取った稲からどのようにも

み殻を取り払い、玄米から白米にしたのかなども目の前で実演され、子

どもたちから「わあ、すごい」と感嘆の声があがりました。地域の皆さ

んの温かなまなざしと関わりが、子どもたちの心豊かな成長にたくさん

の栄養を与えてくださることを実感した秋の日のエピソードです。 

秋空の下で 【お米博士】と交流 

○第 8 回（8 月 27 日） 

・教育長報告 

○協議会（8 月 27 日）  

・第６回山北町長杯パークゴルフ大会について 

・第 19 回やまきた健康スポーツ大会について 

 

○第 9 回（9 月 22 日） 

・教育長報告 

・山北町教育委員会委員の選任について 

○協議会（9 月 22 日） 

・通学路合同点検実施結果報告について 

・令和３年度山北町文化財めぐりウォーキングにつ
いて 

 

○第 10 回（10 月 25 日） 

・教育長報告 

・山北町学校運営協議会委員の任命について 

○協議会（10 月 25 日） 

・総合教育会議について 

・学校訪問について 

・令和３年度山北町人権講演会について 

・ライブ・イン・山北２０２１について 

 山北高等学校研究発表 

～伝えよう山北町に。私たちの気づきと思い～ 
 
県立山北高等学校が３年間取り

組んできた「地域との協働による

高等学校教育改革推進事業」（文

部科学省研究指定）の成果を、山

北町民の皆さんに報告します。 

 ぜひご参加ください。 
 

日時 令和４年１月 14 日（金） 

   14 時 30 分～16 時 30 分 

場所 山北町立生涯学習センター 

内容 ①生徒から山北町への提言 

   ②３年間の取り組み発表 

   ③講演 

【演題】（仮）高校生の学びの成果を地域に生かす意味 

            

 みんなで「山北 鉄道の日 献立」を食べよう 
 

10 月 14 日は「鉄道の日」。山北町教育研究会栄養士部会メ

ンバーの３人がその日にちなんだアイデアを出し合い、時間を

かけて立てた今年の献立を紹介します。 

主菜は鉄道の原動力「石炭」に見立て、ゴマをたっぷりまぶ

した「石炭チキン」。副菜は「車輪チップス」。レンコンを鉄

道の車輪に見立てています。汁物は、キツネの好物油揚げと山

北産の食材を入れて作った、山北町の昔話にもなっているその

名も「線守稲荷汁」｡もちろんご飯の 

お供は「でごにぃのり」｡昨年度から 

包み紙もカラー版になりました。 

 この日は、町内４園と、小・中学 

校がすべて同じ献立だったので、兄 

弟姉妹で山北町を味わった記念日に 

なったことと思います。 

令和３年度全国学力・学習状況調査結果 
 
令和３年５月 27日に小学校６年生と中学校３年生を対象に実施した「全国学力・学習状況調

査」結果からの町の状況や改善策を、町ホームページに 11月下旬に掲載します。今回の結果で

得られた知見を、今後の授業改善に生かしていきます。 


